
交 企 第 5 1 4 号

( 交 規 、 交 指 、 運 免 )

令 和 ３ 年 ３ 月 3 1 日

各 所 属 長 殿

青 森 県 警 察 本 部 長

青森県道路交通規則の一部を改正する規則の制定について

この度、青森県道路交通規則の一部を改正する規則（令和３年３月青森県公安委員会規

則第６号）が別添のとおり制定された。

制定の理由及び内容は下記のとおりであるから、事務処理上誤りのないようにされたい。

記

１ 制定の理由

一部警察署における運転免許窓口での取扱事務を廃止・縮小することにより運転免許

窓口業務の合理化・効率化を図ること及び車高4.1メートルの自動車が通行可能な道路

の追加指定等を行うこと並びに様式から署名や押印に関する記述を削除し、県民の利便

性向上を図ることを目的に、所要の改正を行うため制定されたものである。

２ 制定の内容

（1） 運転免許証再交付等の申請書類の経由先見直し（第２条第３項第１号の表の改正）

ア 青森南警察署、外ヶ浜警察署、板柳警察署及び大間警察署の運転免許窓口での取

扱事務を廃止するため、

○ 運転免許証再交付の申請書類

○ 免許の取消しの申請書類（自主返納を除く。）

○ 国外運転免許証の申請書類

○ 運転経歴証明書再交付の申請書類

○ 運転免許の条件の解除又は変更の申請書類

の経由先から上記警察署長を除外することとし、申請書類の経由先が改められた。

また、申請書類の経由先について、申請者の住所地を管轄する警察署長に限定さ

れていたが、全警察署長（青森警察署長、青森南警察署長、外ヶ浜警察署長、大間

警察署長、弘前警察署長及び板柳警察署長を除く。）に改められた。

（2） 運転免許証更新・講習受講の申請書類の経由先見直し（第２条第３項第２号の表の

改正）

ア 優良運転者の更新・講習受講の申請書類について、黒石警察署、野辺地警察署、

つがる警察署、三戸警察署、鰺ケ沢警察署、七戸警察署、青森南警察署、外ヶ浜警

察署、五戸警察署、板柳警察署、大間警察署、平内交番、金木交番、大鰐交番での

受付を廃止するため、申請書類の経由先が改められた。

イ 高齢者講習受講者の更新の申請書類について、青森南警察署、外ヶ浜警察署、板



柳警察署、大間警察署、平内交番、金木交番、大鰐交番での受付を廃止するため、

申請書類の経由先が改められた。

ウ 運転免許証更新時の講習を受ける必要がない者（特定任意講習受講者又は特定任

意高齢者講習受講者）の更新の申請書類について、青森南警察署、外ヶ浜警察署、

板柳警察署、大間警察署、平内交番、金木交番、大鰐交番での受付を廃止するため、

申請書類の経由先が改められた。

エ 運転者の区分を優良運転者、一般運転者及び違反運転者等に区分していたが、申

請書類の申請書類の経由先が同じであることから、運転者の区分を統合した。

（3） 特定失効者講習又は特定取消処分者講習受講の申請書類の経由先見直し（第２条第

３項第３号の表の改正）

ア 特定失効者又は特定取消処分者講習受講の申請書類について、黒石警察署、野辺

地警察署、つがる警察署、三戸警察署、鰺ケ沢警察署、七戸警察署、青森南警察署、

外ヶ浜警察署、五戸警察署、板柳警察署、大間警察署、平内交番、金木交番及び大

鰐交番での受付を廃止するため、申請書類の経由先が改められた。

イ 優良運転者講習と優良運転者講習以外（一般運転者講習、違反運転者等講習）に

区分していたが、申請書類の経由先が同じであることから、講習の区分を統合した。

（4） 高さ4.1メートルの自動車が通行可能な道路の指定（別表第２（第11条の２関係）

の改正）

青森県公安委員会が道路及び交通の状況により通行に支障がないと認め、積載物を

積載した高さ4.1メートルの自動車が通行可能な道路に、国道１路線、県道１路線及

び市道２路線が追加指定されるとともに、国道１路線の区間が改められた。

（5） 様式の改正

署名や押印を求めないこととする等のため、別記様式第３号から別記様式第５号ま

で、別記様式第６号、別記様式第８号及び別記様式第９号、別記様式第14号、別記様

式第17号、別記様式第20号及び別記様式第20号の２、別記様式第20号の６から別記様

式第22号まで、別記様式第24号、別記様式第26号から別記様式第31号の３まで、別記

様式第32号、別記様式第35号及び別記様式第36号、別記様式第37号から別記様式第43

号まで、別記様式第47号から別記様式第50号まで及び別記様式第52号から別記様式第

55号までの様式が改められた。

３ 施行期日

令和３年４月１日

担当 交通企画課交通部企画係

交通規制課規制第二係

交通指導課指導取締係

運 転 免 許 課 企 画 係



青
森
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

成

田

晋



青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号

青
森
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
十
年
九
月
青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
表
中

「

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
長

（
青
森
警
察
署
長
及
び
弘
前
警

察
署
長
を
除
く
。
）
、
む
つ
警

察
署
長
又
は
八
戸
警
察
署
長

「

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
長

全
警
察
署
長
（
青
森
警
察
署

（
弘
前
警
察
署
長
を
除
く
。
青

長
、
青
森
南
警
察
署
長
、
外

森
警
察
署
長
は
平
内
交
番
の
事

を

ヶ
浜
警
察
署
長
、
大
間
警
察

に
改
め
る
。

務
に
限
る
。
）
、
む
つ
警
察
署

署
長
、
弘
前
警
察
署
長
及
び

長
又
は
八
戸
警
察
署
長

板
柳
警
察
署
長
を
除
く
。
）

」

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
長

（
青
森
警
察
署
長
及
び
弘
前
警

察
署
長
を
除
く
。
）
、
む
つ
警

察
署
長
又
は
八
戸
警
察
署
長

」

第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

運
転
者
の
区
分

警
察
署
長

法
第
九
十
二
条
の
二
備
考
一
の
二
、
一
の
三

む
つ
警
察
署
長
、
五
所
川
原
警
察
署
長
、



又
は
一
の
四
に
定
め
る
者

八
戸
警
察
署
長
、
十
和
田
警
察
署
長
又
は

三
沢
警
察
署
長

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
定
め

全
警
察
署
長
（
青
森
警
察
署
長
、
青
森
南

る
講
習
を
受
講
し
た
更
新
期
間
が
満
了
す
る

警
察
署
長
、
外
ヶ
浜
警
察
署
長
、
大
間
警

日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
者

察
署
長
、
弘
前
警
察
署
長
及
び
板
柳
警
察

署
長
を
除
く
。
）

令
第
三
十
七
条
の
六
第
二
号
に
該
当
す
る
者

第
二
条
第
三
項
第
三
号
中
、
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
警
察
署
長
」
を
「
む
つ
警
察
署
長
、
五
所
川
原
警
察
署
長
、
八
戸
警
察
署
長
、
十
和
田
警
察

署
長
又
は
三
沢
警
察
署
長
」
に
改
め
、
同
号
の
表
を
削
る
。

別
表
第
二
中
「
八
戸
市
大
字
櫛
引
字
長
平
六
番
地
二
」
を
「
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
柄
貝

岩
手
県
境
」
に
、
「
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
鹿
糠
八
番
地
八
」
を
「
八
戸
市
大
字
櫛
引
字
長
平

六
番
地
二
」
に
、

「

一
般
国
道
三
百
三
十
九
号

青
森
県
五
所
川
原
市
字
下
平
井
町
四
十
二
番

地
二
か
ら

を

青
森
県
五
所
川
原
市
大
字
太
刀
打
字
柳
川
二

百
六
十
六
番
地
三
ま
で

」

「

一
般
国
道
三
百
三
十
九
号

青
森
県
五
所
川
原
市
字
下
平
井
町
四
十
二
番

地
二
か
ら

青
森
県
五
所
川
原
市
大
字
太
刀
打
字
柳
川
二

百
六
十
六
番
地
三
ま
で

に
、



一
般
国
道
三
百
四
十
号

青
森
県
八
戸
市
南
郷
大
字
島
守
字
力
石

岩

手
県
境
か
ら

青
森
県
八
戸
市
大
字
新
荒
町
四
十
一
番
地
二

ま
で

」

「

県
道
後
平
青
森
線

青
森
県
上
北
郡
七
戸
町
字
後
平
七
百
三
十
八

番
地
二
か
ら

を

青
森
県
上
北
郡
七
戸
町
字
志
茂
川
原
三
百
二

十
番
地
一
ま
で

」

「

県
道
後
平
青
森
線

青
森
県
上
北
郡
七
戸
町
字
後
平
七
百
三
十
八

番
地
二
か
ら

青
森
県
上
北
郡
七
戸
町
字
志
茂
川
原
三
百
二

十
番
地
一
ま
で

に
、

県
道
妙
売
市
線

青
森
県
八
戸
市
根
城
一
丁
目
一
番
七
号
か
ら

青
森
県
八
戸
市
大
字
売
市
字
売
市
八
十
四
番

地
ま
で

」

「

市
道
野
木
酸
ヶ
湯
線

青
森
県
青
森
市
大
字
合
子
沢
字
松
森
三
百
七

十
二
番
地
一
か
ら

を

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
山
口
百
六
十
四

番
地
三
十
九
ま
で

」



「

市
道
野
木
酸
ヶ
湯
線

青
森
県
青
森
市
大
字
合
子
沢
字
松
森
三
百
七

十
二
番
地
一
か
ら

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
山
口
百
六
十
四

番
地
三
十
九
ま
で

に
、

市
道
流
通
団
地
線

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
三
十
七
番

地
三
十
一
か
ら

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
三
十
七
番

地
七
百
二
十
六
ま
で

」

「

市
道
野
木
二
号
線

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
六
十
一
番

地
四
か
ら

を

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
四
十
三
番

地
四
ま
で

」

「

市
道
野
木
二
号
線

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
六
十
一
番

地
四
か
ら

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
四
十
三
番

地
四
ま
で

に
改
め
る
。

市
道
野
木
三
号
線

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
三
十
七
番

地
七
百
五
か
ら

青
森
県
青
森
市
大
字
野
木
字
野
尻
三
十
七
番

地
六
百
九
十
五
ま
で



」

別
記
様
式
第
三
号
か
ら
別
記
様
式
第
五
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。









別
記
様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
記
様
式
第
八
号
及
び
別
記
様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。







別
記
様
式
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
記
様
式
第
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
記
様
式
第
二
十
号
及
び
別
記
様
式
第
二
十
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。







別
記
様
式
第
二
十
号
の
六
か
ら
別
記
様
式
第
二
十
二
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。















別
記
様
式
第
二
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
記
様
式
第
二
十
六
号
か
ら
別
記
様
式
第
三
十
一
号
の
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



























別
記
様
式
第
三
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
記
様
式
第
三
十
五
号
及
び
別
記
様
式
第
三
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。







別
記
様
式
第
三
十
七
号
か
ら
別
記
様
式
第
四
十
三
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。























別
記
様
式
第
四
十
七
号
か
ら
別
記
様
式
第
五
十
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

















別
記
様
式
第
五
十
二
号
か
ら
別
記
様
式
第
五
十
五
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。















附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
青
森
県
道
路
交
通
規
則
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。


